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だんじり唄に感謝を込めて

　５月15日に開催された第22回淡路だんじり唄コンクールで優勝した（最優秀賞を

受賞した） 阿万塩屋町祭礼団。　今年は地元の人たちの寄付により、だんじりを新調

した特別な年。だんじり唄に感謝の気持ちを込めて一生懸命練習した成果を発揮し

て、みごと初優勝を果たしました。　（５月15日撮影、三原公民館大ホール　）
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ＣＮＡのど自慢大会・直販フェア

広報 

ケーブルネットワーク淡路開局10周年記念

ＣＮＡのの
と
自慢
大会ととと ♪♪

　

地
域
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局

「
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
」
の
開
局
10

周
年
を
記
念
し
て
、
５
月
22
日

（
日
）
三
原
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

Ｃ
Ｎ
Ａ
の
ど
自
慢
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
午
後
３
時
か
ら
の
大
会

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
生
中

継
で
放
送
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
の
ど
自
慢
大
会
」で
演

奏
し
て
い
る
生
バ
ン
ド
で
、24
組
の

出
場
者
が
熱
唱
。　

５
０
０
席
の
会

場
も
満
席
と
な
り
、大
勢
の
観
客
、

応
援
団
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

◆
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞（
最
優
秀
賞
）

　

藤
江
時
恵
さ
ん
（
八
木
）　

◆
市
長
賞　

　

堤　

吉
輝
さ
ん
（
神
代
）

◆
議
長
賞　

　

チ
ー
ム
Ａ
（
阿
万
）

◆
放
送
番
組
審
議
会
長
賞

　

玉
井
信
幸
さ
ん

　

玉
井
正
栄
さ
ん
夫
妻
（
津
井
）

 

「
南
あ
わ
じ
特
産
品
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
」
と
「
ブ
ラ
ン
ド

化
」
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
5

月
15
日
、
地
域
特
産
物
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
「
南
あ
わ
じ
直
販

フ
ェ
ア
」
が
、
観
光
客
で
賑

わ
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の

朝
市
や
沼
島
漁
協
な
ど
が
集

結
し
て
、
市
が
誇
る
特
産
品

の
農
水
産
物
な
ど
を
販
売
し

ま
し
た
。
ま
た
、
事
前
に
、

地
元
の
人
た
ち
に
も
郷
土

特
産
の
魅
力
を
実
感
し
て
も

ら
お
う
と
、
入
園
無
料
券
付

き
の
チ
ラ
シ
を
市
内
に
配
布

し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
安
く
て
、
お

い
し
い
採
れ
た
て
野
菜
や
海

産
物
、
乳
製
品
、
淡
路
牛
な

ど
、
南
あ
わ
じ
の
特
産
品
が

出
そ
ろ
い
、
多
く
の
観
光
客

や
家
族
連
れ
が
訪
れ
て
大
盛

況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

南あわじ直販フェア
地域特産物ＰＲイベント

▲ヨーグルトや牛乳の乳製品

▲淡路島バーガー

▼淡路牛の焼肉

▲米粉のパスタ麺

▲淡路ビーフ コロッケ

▲玉ねぎスライス、レタスのしゃぶしゃぶ、
などの試食も行われ、会場は大盛況

▲鮮魚

▲牛乳や、山桃
のアイス

▲淡路島たまねぎ

▲ゲストの岸上成美
さん（神戸）

▲ゲストの木本一美
さん（阿万）

▲沼島のキスとイカのフライ
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市政ひろば

　

天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る

と
言
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
の

自
然
災
害
は
立
て
続
け
に
発
生
し
て

お
り
ま
す
。
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
歴
史
上
最
大
級

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
大
震

災
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

宮
城
県
南
三
陸
町
に
対
し
、
兵
庫
県

か
ら
職
員
派
遣
の
要
請
が
あ
り
、
現

在
も
継
続
し
て
市
職
員
２
人
の
派
遣

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
４
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
南

三
陸
町
へ
の
お
見
舞
い
と
派
遣
職
員

の
激
励
、
更
に
Ｊ
Ａ
あ
わ
じ
島
・
淡

路
島
酪
農
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
救

最
大
の
被
災
地
「
南
三
陸
町
」
へ
の
救
援
物
資

の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
絶
え
ず
地

震
発
生
時
を
想
定
し
た
実
践
訓
練
を

行
い
、
避
難
路
や
避
難
場
所
な
ど
、

自
分
自
身
の
頭
と
身
体
に
十
分
覚
え

込
ま
せ
て
お
く
こ
と
。」
と
ご
教
授

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
南
三
陸
町
へ
の
訪
問
に
よ

り
、現
地
の
悲
惨
な
状
況
や
町
長
の
教

訓
等
を
踏
ま
え
、ま
ず
早
急
に
避
難

路
整
備
の
計
画
等
の
検
証
や
見
直
し

に
つ
い
て
、地
域
の
皆
様
と
協
議
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。国
・
県
の
地
震
や

津
波
に
対
す
る
新
し
い
指
針
は
１
〜

２
年
は
先
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、南
あ
わ
じ
市
に
お
い
て
は
、緊
急

性
の
あ
る
も
の
、対
応
可
能
な
事
柄
か

ら
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。市
民
の

皆
様
方
の
積
極
的
な
ご
支
援
・
ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲被災状況を目に焼きつけ、肌で感じる中田市長

▲佐藤町長（右）と遠藤副町長（中央）、中田市長（左）

▲南三陸町の防災対策庁舎

援
物
資
（
レ
タ
ス
２
千
個
・
ヨ
ー
グ

ル
ト
・
プ
リ
ン
５
千
個
）
を
届
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
の
中
心
地
へ
入
る
と
、

海
ま
で
「
が
れ
き
」
一
面
の
光
景
で

あ
り
、
津
波
の
恐
ろ
し
さ
に
只
々
、

ア
然
と
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
早
速

佐
藤
町
長
・
遠
藤
副
町
長
に
お
会
い

し
、
お
悔
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
、
私
た
ち
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
経
験
し
た
事
や
、
今
後
、
30
年
以

内
に
60
〜
70
％
の
確
率
で
発
生
が
予

想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南
海
地
震

の
事
も
申
し
上
げ
、
佐
藤
町
長
よ
り

今
回
の
大
地
震
で
の
種
々
の
教
訓
を

ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
は
、
何
回
と
な
く
大
地

震
や
津
波
を
経
験
し
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
最
近
「
防
災
対
策

を
始
め
、
三
十
数
人
の
職
員
の
方
も

尊
い
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
自

身
も
３
階
の
鉄
骨
の
手
す
り
に
し
が

み
つ
き
助
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

町
長
は
、「
津
波
へ
の
対
応
は
、

津
波
警
報
・
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
ま
ず
高
台
に
逃
げ
る
こ
と
。
そ

庁
舎
」
を
建
設
し

災
害
に
備
え
て
い

た
と
こ
ろ
で
す
が
、

な
ん
と
そ
の
３
階

建
の
庁
舎
が
大
津

波
で
鉄
骨
の
骨
組

だ
け
の
無
残
な
姿

で
残
っ
て
お
り
ま

し
た
。
２
階
で
市

民
へ
の
避
難
の
防

災
放
送
を
最
後
ま

で
続
け
て
い
た
町

職
員
の
遠
藤
さ
ん

▲南三陸町の避難所で救援物資を手渡す中田市長
【
福
祉
功
労
】

鎌
田　
方ま

さ
ひ
ろ碩
さ
ん
（
広
田
）

　

児
童
養
護
施
設
「
淡
路
学
園
」

施
設
長
と
し
て
児
童
福
祉
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
社
会

福
祉
事
業
団
で
の
福
祉
全
般
に
精

通
す
る
実
務
と
民
生
児
童
委
員
や

保
護
司
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
要

職
で
の
活
動
経
験
と
見
識
を
も
っ

て
、
入
所
児
童
の
健
全
育
成
に
努

め
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の

健
や
か
な
育
成
と
自
立
を
培
う
児

童
福
祉
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
林
水
産
功
労
】

倉
本　
滿
之
さ
ん
（
松
帆
）

　

あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合
の
代

表
理
事
組
合
長
と
し
て
地
元
農
業

の
生
産
力
維
持
と
基
盤
整
備
を
進

め
農
業
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。「
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
し
進
め
、
商

標
取
得
に
も
大
き
く
寄
与
。
販
路

拡
大
と
地
産
地
消
の
食
育
活
動
も

展
開
さ
れ
る
ほ
か
、
省
力
化
機
械

の
導
入
補
助
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
を
短

期
間
で
取
得
す
る
な
ど
、
地
域
農

業
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
功
労
】

山
野　
嵩
さ
ん
（
倭
文
）

　

市
の
人
権
教
育
研
究
協
議
会
副

会
長
と
し
て
、差
別
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習

会
や
研
修
会
な
ど
を
通
し
て
人
権

教
育
・
啓
発
の
献
身
的
な
実
践
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
様

化
し
た
差
別
を
な
く
す
運
動
の
先

頭
に
た
っ
て
「
継
続
が
解
消
へ
の

道
」
と
精
力
的
に
人
権
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
福
祉
功
労
】

山
野　
恵し

げ
お男

さ
ん
（
八
木
）

　

兵
庫
県
老
人
福
祉
事
業
協
会
副

会
長
と
し
て
12
年
間
就
任
。
介
護
保

険
推
進
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て

制
度
導
入
に
際
し
て
の
検
討
や
入

所
契
約
書
の
兵
庫
県
版
の
作
成
等
、

利
用
者
と
施
設
の
モ
デ
ル
事
業
に

携
わ
り
、
ま
た
制
度
の
適
正
執
行
に

寄
与
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
環
境
づ

く
り
や
制
度
の
整
備
、
人
材
育
成
に

尽
力
さ
れ
て
高
齢
者
福
祉
全
般
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

業
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
祝
福

　

市
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
、

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
人
へ
、
中
田
市
長
直
筆
の
お
祝

い
色
紙
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
こ
れ
ま
で
９
月
に
行
わ
れ▲色紙を受け取る中村よ志ヱさん（左）

と郷部長（右）

る
敬
老
会
の
式
典
で
も
お
祝
い
状

を
贈
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
１
人
目
と
な
る
中
村

よ
志
ヱ
さ
ん
（
湊
）
の
誕
生
日
に

あ
わ
せ
て
、
郷
直
也
健
康
福
祉
部

長
と
担
当
職
員
が
訪
問
し
、
色
紙

を
手
渡
し
ま
し
た
。
色
紙
に
は「
寿

山
福
海
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
幸
福
で
長
生
き
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
「
１
０
０
歳
ま
で

生
き
れ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
で

す
。
元
気
の
秘
訣
は
、
気
持
ち
を

強
く
持
つ
こ
と
で
す
」
と
元
気
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　  　（５月16日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 393件 53,361,719円

市外（島内） 52件 7,201,000円

市外（島外） 235件 28,864,940円

合計 680件 89,427,659円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

義
援
金

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支

援
の
た
め
義
援
金
を
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

義
援
金
総
額
※
５
月
19
日
現
在

　

２
２
０
６
万
６
１
２
５
円

❶
個
人
・
団
体　

２
９
４
件

　

１
７
４
２
万
３
４
９
７
円

❷
義
援
金
箱　

１
４
６
件

　

４
６
４
万
２
６
２
８
円

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

県
政
の
推
進
や
地
域
活
動
、
公

共
の
福
祉
や
産
業
振
興
な
ど
に
功

労
の
あ
っ
た
方
々
に
「
兵
庫
県
功

労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。　

　

２
０
１
１
年
、
南
あ
わ
じ
市
で

は
5
人
の
方
々
が
県
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
】

北
村　
利
夫
さ
ん
（
福
良
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
20
年
に
わ

た
り
、
卓
越
し
た
識
見
と
た
ゆ
ま
ぬ

郷
土
愛
を
も
っ
て
、
住
民
福
祉
の
向

上
、
ま
ち
の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
旧
南
淡
町
時
代
に
は

4
年
間
、
議
長
を
務
め
、
議
会
の
機

能
強
化
と
住
民
に
開
か
れ
た
議
会

づ
く
り
に
尽
力
。
南
あ
わ
じ
市
議
会

で
も
1
年
間
、
議
長
を
務
め
、
豊
か

な
経
験
と
沈
着
冷
静
な
判
断
力
で

円
滑
な
議
会
運
営
を
図
り
ま
し
た
。

功
労
者
表
彰



　

「
元
気
出
そ
う
！
商
い
応
援
振

興
券
」の
取
扱
店
を
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
々
員
以
外

の
商
工
業
者
で
取
扱
店
登
録
希
望

者
は
、
６
月
10
日（
金
）ま
で
に
商

工
会（
☎
42
・
４
７
２
１
）へ
。

お知らせ
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お知
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

松井開発運輸㈱

「親切・丁寧・安心・適正」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

小さな小屋から大きなビルまで、どんな建物でも解体します。

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

　

第38回市議会定例会日程（６月）

本会議
日程 内容

６日（月）
条例案、23年度補正予算案ほか上程

（委員会付託）

10日（金）一般質問

13日（月）一般質問

14日（火）一般質問、追加議案上程

16日（木）予備日

24日（金）
追加議案上程、付託案件委員会審査報告・

表決

委員会
日程 委員会 内容

20日（月）総務常任委員会

付託案件審査21日（火）文教厚生常任委員会

22日（水）産業建設常任委員会

■議会は中央庁舎３階の議場

　で傍聴できます。

■インターネットによる動画　

　中継、テレビモニター中継　 

　（各庁舎ロビー、公民館）を　

　行っています。ご利用ください。

　  議 会

　問議会事務局☎43-5005

時間：午前10時～

　
最大130万円の補助！ わが家の耐震改修、考えてみませんか？
　県と市では､住宅の耐震化を支援するため｢住宅の診断～改修｣までの費用に補助金を支給しています。

1簡易耐震診断（木造戸建住宅＝3,000円、非木造＝6,000円）2耐震改修計画策定費補助（３分の２以内、最大20万円/戸）

3耐震改修工事費補助（県）①４分の１以内（最大60万円/戸）②23年度までは４分の１以内（最大20万円/戸）※居室耐震型

（シェルター方式）工事可能4耐震改修工事費補助（市）耐震改修工事額により20万円～30万円/戸耐震改修工事額により20万円～30万円/戸

対象：昭和56年5月31日
以前に着工した住宅
問市都市計画課☎37-3016

　県建築指導課☎078-362-4340

住宅改修
促進税制
（平成25年12
月31日まで）

所得税
工事に係る税額控除対象金額(上限200万
円)の10％をその年の所得税額から控除

固定資産税
改修した住宅の固定資産税額（120㎡相
当部分まで）を一定額減額

工事費補助を受けた人に ､

所得税の控除と固定資産税
の減額に必要な証明書を発行

❶簡易耐震診断

費用＝3,000円（木造戸建の場合）

診
断
結
果

評価：0.7未満（木造）

Ｉs値：0.8未満（非木造）

評価：0.7～1.0未満（木造）

評価：1.0以上（木造）

Ｉs値：0.8以上（非木造）

❷耐震改修計画策定

2／3の費用を補助

上
限

戸建住宅：20万円

共同住宅：12万円／戸

❸耐震改修工事（県）

1／4の費用を補助

上
限

戸建住宅：60万円

共同住宅：20万円／戸

[新規補助]
（21～23年度）
上の補助額に20万円／戸を加算。
※上限は１／４

❹耐震改修工事（市）

工事費に応じた額を補助

（工事費：補助金額）
150万円未満：20万円
150万円以上300万円未満：25万円
300万円以上：30万円

部分的な改修工事が可能。
計画策定の必要なし。（❸へ）

地震に対してほぼ安全

❶市が耐震診断員を派遣します

❷❸県から補助金を支出します
❹市が補助金を支出します

元
気
出
そ
う
！
商
い
応
援
振
興
券
発
売
決
定

　

昨
年
に
引
き
続
き
、プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
発
売
し
ま
す
。

発
売
日
時　

７
月
23
日（
土
）・

24
日
（
日
）

※
売
れ
残
っ
た
場
合
は
、後
日

完
売
ま
で
販
売
し
ま
す

発
行
総
額　

２
億
２
０
０
０
万

円（
２
０
０
０
万
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
）

有
効
期
間　

８
月
１
日（
月
）

〜
翌
年
１
月
31
日（
火
）

※
詳
し
く
は
、
後
日
公
開
予
定

の
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

　

区域等 実施日 時間 面積
湊、湊里

沼島
６月21日（火）

午
前
５
時
〜
９
時

243.2ha

阿那賀
伊加利
志知奥
志知北
志知口
志知南
湊里

６月１日（水）

377.8ha
６月22日（水）

▶
航
空
防
除
の
日
程
表

松
く
い
虫
対
策
、航
空
防
除
を
行
い
ま
す

　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫

の
被
害
か
ら
守
る
た
め
、山
林

へ
薬
剤
の
空
中
散
布
を
行
い

ま
す
。

　

散
布
地
域
に
お
住
ま
い
の

人
、お
出
か
け
の
人
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。万
一
、薬
剤
散
布
が

原
因
と
疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た

人
は
、医
療
機
関
で
農
薬
中
毒

に
対
す
る
処
置
を
受
け
て
く
だ

　

女
性
農
業
教
室
を
開
講（
全
６
回
）

　

農
業
の
知
識
や
地
場
産
作
物

の
料
理
教
室
、疲
労
回
復
体
操
、

視
察
研
修
を
行
い
ま
す
。

期
間　

７
月
〜
翌
年
３
月

対
象　

市
内
の
農
業
に
携
わ

る
女
性
農
業
者

定
員　

約
30
人

申
込
締
切　

６
月
30
日
（
木
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　  募 集

▲教室の様子

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定

　

県
玉
葱
協
会
で
は
、地
域
団

体
商
標
で
あ
る「
淡
路
島
た
ま

ね
ぎ
」に
つ
い
て
取
り
扱
い
の
自

主
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。商
標
使
用
の
ル
ー
ル
を
定

め
、更
な
る
ブ
ラ
ン
ド
強
化
と
生

産
基
盤
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

❶
商
標
の
使
用
者
は
商
標
使
用

誓
約
書
を
同
協
会
に
提
出

❷
誓
約
書
が
適
正
と
認
め
ら
れ

た
者
は
事
務
局
よ
り
使
用

証
発
行
を
受
け
、「
淡
路
島

た
ま
ね
ぎ
」
と
表
示
し
出
荷

❸
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
違
反
が
あ

っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
商
標

の
使
用
を
取
り
や
め
る

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す

　

６
月
５
日
（
日
）
は
環
境
の

日
で
す
。
電
気
を
大
切
に
使
い
、

節
電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、可
燃
ご
み
に
不
燃
ご
み

が
混
入
し
て
い
た
り
、収
集
に

出
せ
な
い
ご
み（
農
業
用
資
材
、

粗
大
ご
み
な
ど
）が
集
積
箇
所

に
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
限
り
あ

る
資
源
を
大
切

▲淡路島たまねぎ

さ
い
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

☎
26
・
２
１
０
３
、市
役
所
農

　

林
振
興
課
☎
43
・
５
０
２
５

▲散布当日は、散布区域内
へ立ち入らないでください

▲商い応援振興券

に
し
、持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

の
構
築
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課
☎
43
・
５
０
２
４

　 第４弾
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ご
存
知
で
す
か
？
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
人

は
、本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。こ
の
申
請
を
行
わ
ず
、保
険

料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害

が
残
っ
た
際
、障
害
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
追
納
制
度

　

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

就
職
な
ど
で
、収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
、受
け
取
る
年

金
を
増
額
す
る
た
め
、10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
追
納
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

9 2011.6.1発行

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012

福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070

西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など
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市
の
花「
日
本
水
仙
」の
球
根
希
望
者
募
集

　

市
で
は
、
市
の
花
「
日
本
水

仙
」
を
市
内
全
域
に
広
げ
る
た

め
、
夏
に
球
根
の
堀
上
げ
作
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
花
壇
な

ど
、
人
目
に
つ
く
場
所
で
定
植

及
び
管
理
で
き
る
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
。

定
植
時
期　

10
月
頃

対
象　

市
内
の
団
体
、
個
人

申
込
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
及
び
出
張
所
、
連
絡

所
、
支
所
な
ど
に
備
え
付
け

て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
市
長
公

室
へ
提
出
く
だ
さ
い

申
込
締
切　

６
月
24
日
（
金
）

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　

建
物
共
済（
農
業
共
済
）の
加
入
に
つ
い
て

　

建
物
共
済
を
取
り
扱
う
兵
庫

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
に
対
し

４
月
26
日
、法
令
違
反
が
あ
っ
た

と
し
て
、農
林
水
産
大
臣
か
ら「
必

要
措
置
命
令
」が
発
出
さ
れ
ま
し

た
。本
来
、建
物
共
済
は
農
業
経
営

の
安
定
の
た
め
、農
業
者
が
対
象

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。同
連
合
会

で
は
、農
業
者
以
外
の
人
に
も
加

入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、加
入
い
た
だ
い
て
い
る

人
は
、契
約
満
了
日
ま
で
補
償
さ

れ
ま
す
が
、次
の
更
新
時
に
は
農

業
者
以
外
の
人
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

　

☎
０
７
８
・
３
３
２
・
７
１
６
４

　

淡
路
出
張
所
☎
28
・
１
６
５
３

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と
わ
ず
か

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
７
月
24
日

の
正
午
か
ら
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
の

「
お
知
ら
せ
画
面
」
に
移
行
し
、

同
日
24
時
ま
で
に
完
全
に
放
送

が
終
了
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
画
面

の
右
上
端
に
【
ア
ナ
ロ
グ
】
の

文
字
が
表
示
さ
れ
て
い
る
人

は
、
７
月
24
日
正
午
以
降
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
早
急
に
デ
ジ
タ

ル
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

聴
す
る
た
め
に
は

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す

る
か
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
（
直

接
電
波
を
受
信
で
き
る
地
域
）

を
設
置
し
、
地
デ
ジ
対
応
の
受

信
機
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
宅
内
の
配
線
が

古
い
場
合
な
ど
、
宅
内
工
事
が

必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
、
地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
を

買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
が

見
ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

　

デ
ジ
サ
ポ
兵
庫
で
は
、
無
料

で
電
波
受
信
状
況
調
査
や
個
別

訪
問
に
よ
る
受
信
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
デ
ジ
サ
ポ
兵
庫

　

☎
０
７
８
・
３
３
０
・
０
１
０
１

　

情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入

　

工
事
が
混
み
合
う
と
期
日
ま

で
に
完
了
で
き
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、
早
急
に
お
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
無
償
支
援

　

国
で
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

を
視
聴
で
き
な
い
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
対
象
に
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
１
台
支

援
し
て
い
ま
す
。
支
援
に
は
お

申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
・
０
２
３
・
７
２
４

　

制
度
改
正
に
よ
る
福
祉
医
療
の
受
給
資
格

　

福
祉
医
療
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
所
得
制
限
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
現
在
受
給
さ
れ
て
い

る
人
で
も
、
受
給
資
格
が
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

７
月
か
ら
利
用
で
き
る
受
給

者
証
を
、
６
月
下
旬
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。７
月
１
日
以
降
、

所
得
制
限
に
変
更
が
あ
る
医
療

制
度
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
老
人
医
療

対
象
者　

65
歳
〜
70
歳
の
人

所
得
制
限　

市
民
税
非
課
税

世
帯
で
、
本
人
の
年
金
収
入

と
合
計
所
得
（
年
金
所
得
を

除
く
）
を
加
え
た
額
が
80
万

円
未
満
（
未
申
告
者
の
い
な

い
世
帯
）

◆（
高
齢
）重
度
障
害
者
医
療

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判

定
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
所
持
者

所
得
制
限　

本
人
、
配
偶
者
、

扶
養
義
務
者
の
市
民
税
所
得

割
額
が
23
万
５
千
円
未
満

◆
乳
幼
児
等
医
療

対
象
者　

０
歳
〜
小
学
３
年
生

所
得
制
限　

扶
養
義
務
者

の
市
民
税
所
得
割
額
が

23
万
５
千
円
未
満

問
保
険
課
☎
44 

・
３
０
０
３

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
を
次
の
と
お
り
執

行
予
定
で
す
。

告
示
日　

７
月
３
日（
日
）

投
票
日　

７
月
10
日（
日
）

◆
選
挙
方
法

　

選
挙
区
を
分
け
て
行
い
ま
す
。

定
数
30
人（
緑
地
域
４
人
、西
淡

地
域
６
人
、三
原
地
域
12
人
、南

淡
地
域
８
人
）。立
候
補
届
出
受

付
は
、告
示
日
に
行
い
ま
す
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▽
日
時　

６
月
８
日
（
水
）

　

午
後
２
時
〜

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー

※
出
席
は
１
陣
営
２
人
以
内

問
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
43
・
５
０
０
４

ⓒ日本民間放送連盟 2009

2011年７月
アナログ放送終了まで

あと　５３ 日
※広報発行月の１日を基準日としています

大切な家を
しろありから守り隊

ホームドクターアリス
しろあり・害虫駆除の専門店

南あわじ市北阿万筒井76-1

問☎55-0800
調査・見積
　 無料！

地元の業者にお任せを！
気軽にご連絡ください。

　

農
地
の
利
用
状
況
調
査

　

農
地
の
状
況
を
調
査
す
る
た

め
、
12
月
頃
ま
で
、
市
の
調
査

員
が
各
地
区
の
農
地
を
廻
っ
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
農
業
委
員
会
☎
43
・
５
０
２
９

　

災
害
か
ら
守
る
月
間

　

梅
雨
や
台
風
な
ど
の
豪
雨

災
害
に
備
え
て
、
た
め
池
を

見
回
る
な
ど
の
防
災
対
策

を
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
災

害
時
の
避
難
場
所
の
確
認
な

ど
を
行
っ
て
下
さ
い
。

問
農
地
整
備
課
☎
43
・
５
０
２
６

▲電波受信状況調査

▲日本水仙

▲アナログ放送で
の表示

　

地
デ
ジ
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

地
デ
ジ
工
事
を
装
う
詐
欺
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

関
空
電
障
対
策
が
終
了
し
ま
す

　

関
西
国
際
空
港
㈱
が
整
備
し
た

施
設
は
、ア
ナ
ロ
グ
放
送
受
信
用

で
す
。そ
の
ま
ま
受
信
し
て
い
る
人

は
、７
月
24
日
以
降
受
信
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

ココ
!!
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お知らせ

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

◆
素
人
浄
る
り
全
国
大
会

（
４
月
30
日
〜
５
月
１
日
、
阿
万
地
区
公
民
館
）

【
新
会
員
優
秀
賞
】入
野
真
由
美
、中

川
元
喜
【
奨
励
賞
】
三
善
秀
夫
、
以

頭
優
子【
団
体
優
勝
】竹
本
友
喜
美
会

（
川
原
光
榮
、濱
田
美
登
里
、堀
部
育

代
）【
横
綱
】江
本
三
千
代【
東
大
関
】

川
原
光
榮【
西
大
関
】田
端
幸
子【
東

関
脇
】井
上
潔【
西
関
脇
】濱
田
美
登
里

【
東
小
結
】堀
部
育
代

◆
兵
庫
県
県
民
大
会
テ
ニ
ス
競
技

（
５
月
４
日
、三
木
総
合
防
災
公
園
）

▽
35
歳
代
男
子
ダ
ブ
ル
ス
②
印
部

泰
男
・
印
部
俊
雄

◆
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル

（
５
月
15
日
、三
原
公
民
館
）

【
祭
り
・
保
存
・
継
承
の
部
】①
阿
万
塩

屋
町
祭
礼
団
②
伊
賀
野
町
内
会
③
新

★
大
会
結
果
は
、情
報
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・
５
１
０
３
、市
大
会
規
模
以
上

　

市・県
民
税
、納
税
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

第
１
期
の
納
期
限

　
　
　

 

６
月
30
日（
木
）

税
額

❶
均
等
割（
定
額
）　

４
８
０
０
円

❷
所
得
割　

税
率
10
％

　

個
人
市
民
税
と
個
人
県
民
税

を
あ
わ
せ
て
市
・
県
民
税（
住
民

税
）と
呼
び
ま
す
。

　

住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
の

は
、平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
平
成
22

年
中
に
一
定
額
以
上
の
所
得
が

あ
る
人
で
す
。

　

１
月
２
日
以
降
に
市
外
へ
転

出
し
た
人
や
亡
く
な
っ
た
人
も

平
成
23
年
度
分
は
南
あ
わ
じ
市

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
住
民
税
は
、

平
成
22
年
１
月
〜
12
月
ま
で
の

１
年
間
の
所
得
を
も
と
に
算
出

し
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
中
に

退
職
し
、
そ
れ
以
降
働
い
て
い

な
い
人
で
も
、
退
職
ま
で
の
所

得
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。

　 23年度

期別 納期限
第１期 ６月30日（木）

第２期 ８月31日（水）

第３期 10月31日（月）

第４期 １月31日（火）

住民税の納期一覧

※納期は普通徴収分です

　

納
税
に
は
、
便
利
で
確
実
な

「
口
座
振
替
」
の
ご
利
用
を
推

奨
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
各

金
融
機
関
又
は
市
役
所
総
合
窓

口
、
収
税
課
等
に
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２　

　

収
税
課
☎
43
・
５
０
３
４

　

所
得
証
明
書・課
税
証
明
書
の
発
行

23
年
度
市
県
民
税（
所
得
・
課

税
）証
明
書
※
22
年
の
所
得
分

発
行
開
始
日

　

  　
　
　

 

６
月
１
日（
水
）

　

22
年
度
以
前
の
市
・
県
民
税

（
所
得
・
課
税
）
証
明
書
は
、

随
時
発
行
し
て
い
ま
す
。

▽
発
行
場
所　

総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
・
支
所
・
出
張
所
・
連

絡
所

※
支
所
・
出
張
所
・
連
絡
所
で
は
、

　

お
渡
し
に
２
日
間
程
度
必
要
で
す

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

　
　

老
人
福
祉
施
設
や
老
人
保
健
施

設
、
療
養
型
施
設
な
ど
の
介
護
保

険
施
設
に
入
所
し
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
場
合
、
次
の
対
象
者
は
居

住
費
（
滞
在
費
）
と
食
費
に
限
度

額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

対
象
者 

※
表
１
の
負
担
区
分
あ
り

　

市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

利用者負担段階 対象者

第１段階

・生活保護の受給者
・老齢福祉年金の受給者
で本人と世帯全員が市町
村民税非課税の人

第２段階

・世帯全員が市町村民税
非課税で「本人の合計所
得＋課税年金収入」が 80
万円以下の人

第３段階
・世帯全員が市町村民税
非課税で、第２段階以外
の人

表1.軽減措置が受けられる対象者

利用者
負担段階

食費
居住費（滞在費）

多床室
（相部屋）

従来型個室
（特養）

従来型個室
（老健、療養）

ユニット型
（準個室）

ユニット型
（個室）

基準費用額 1,380 円 320 円 1,150 円 1,640 円 1,640 円 1,970 円
第１段階 300 円 0円 320円 490 円 490 円 820 円
第２段階 390 円 320 円 420 円 490 円 490 円 820 円
第３段階 650 円 320 円 820 円 1,310 円 1,310 円 1,640 円

表2.負担限度額と基準費用額（１日あたり）

　

社
会
福
祉
法
人
等
の
利
用
者
負
担
軽
減

　

介
護
保
険
制
度
で
は
１
割
負

担
が
原
則
で
す
が
、
下
表
の
事

業
所
を
利
用
す
る
市
町
村
民
税

の
非
課
税
世
帯
の
人
で
次
の
条

件
全
て
を
満
た
す
人
は
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

条
件

❶
年
間
収
入
（
事
業
収
入
等
は
必

要
経
費
を
引
く
前
の
金
額
）が
単

身
世
帯
で
１
５
０
万
円
、世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

❷
預
貯
金
額
が
単
身
世
帯
で

３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万

円
を
加
算
し
た
額
以
下

❸
世
帯
が
居
住
用
家
屋
や
日
常

生
活
に
必
要
な
資
産
以
外
に

利
用
で
き
る
資
産
を
持
た
な
い

❹
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い

❺
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

軽
減
額　

利
用
者
負
担
額
の

25
％
。
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す

　  

福
祉
用
具
購
入
費
支
給

▽
条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認
定

▽
限
度
額　

年
間
10
万
円

利
用
方
法

❶
指
定
販
売
店
で
必
要
な
福
祉

用
具
を
購
入

※
指
定
販
売
店
以
外
で
の
購
入
は

支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

❷
申
請
書
、カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、

領
収
書
を
市
へ
提
出

❸
審
査
後
、購
入
費
の
９
割
を
支
給

対
象
品
目

　

❶
腰
掛
便
座
❷
特
殊
尿
器
❸

入
浴
補
助
用
具
❹
簡
易
浴
槽
❺

移
動
用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
部
分

　

福
祉
用
具
貸
与

対
象
品
目

　

❶
車
い
す
❷
車
い
す
付
属
品

❸
特
殊
寝
台
❹
特
殊
寝
台
付
属

品
❺
床
ず
れ
防
止
用
具
❻
体
位

変
換
器
❼
認
知
症
老
人
徘
徊
感

知
機
器
❽
移
動
用
リ
フ
ト
（
つ

り
具
の
部
分
を
除
く
）
❾
手
す

り
10
ス
ロ
ー
プ
11
歩
行
器
12
歩

行
補
助
つ
え　

※
❶
〜
❽
は
要
支
援
１
〜
２
お

よ
び
要
介
護
１
の
人
は
、
原

則
保
険
給
付
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん

介
護
施
設
入
所
時
の
費
用
軽
減

　

住
宅
改
修
の
補
助

▽
条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

　

定
で
居
宅
で
生
活
す
る
人

▽
限
度
額　

20
万
円

利
用
方
法

❶
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
。

改
修
の
理
由
書
や
見
積
書
な

ど
を
添
え
て
市
へ
事
前
申
請

❷
工
事
を
実
施
。
費
用
は
、
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担

❸
領
収
書
と
工
事
費
の
内
訳
が

わ
か
る
書
類
（
改
修
前
後
の

写
真
等
）
を
市
へ
提
出

❹
審
査
後
、
上
限
額
内
で
改
修

費
の
９
割
額
を
支
給

対
象
工
事

　

❶
手
す
り
の
取
り
付
け
❷
段

差
解
消
❸
洋
式
便
器
等
へ
の
便

器
の
取
替
え
❹
引
き
戸
な
ど
へ

の
取
替
え
（
新
設
）
❺
滑
り
防

止
や
移
動
の
円
滑
化
の
た
め
の

床
材
の
変
更
な
ど

軽減を受けられる事業所
緑風館 みどりの家

どんぐりの里 幼老複合型うぃず

翁寿園 太陽の家
伊加利デイサービスセンター
平成ホームヘルパーステーション
社会福祉協議会訪問介護事業所
すいせんホーム
小規模多機能施設風らん

介
護
保
険
制
度
の
ご
案
内

  １  ２

  ３

  ４  ５

 　

と　

  

の
申
請
方
法

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
備
付
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
長

寿
福
祉
課
へ
提
出
。
現
在
、
制
度
を

利
用
中
の
人
へ
は
更
新
案
内
の
通

知
を
６
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

  １

  ４

問
長
寿
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
５

施設によって、利用者負担額が基準費用額と異なることがあります

黄色い看板の街の車屋さん
南あわじ市自動車協議会

自分がよければ他人に迷惑をかけて
いいのですか？

私たちはそうは思いません。

ルールを守って楽しいカーライフを
おくってもらいたい…

それが私たちの願いです。

田
北
町
内
会【
愛
好
の
部
】①
三
原
だ

ん
じ
り
唄
保
存
会
青
年
部
②
西
淡
鳴

潮【
少
年
・
少
女
の
部
】①
福
童【
特
別

賞
】▽
振
り
＝
仲
山
佳
孝
▽
語
り
こ

み
＝
山
下
高
生
▽
こ
と
ば
＝
田
村
公

規

▲新田北町内会 ▲伊賀野町内会

　

春
の
農
作
業
、安
全
確
認
運
動
実
施
中

◆
運
動
の
重
点
項
目

乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転

落
・
転
倒
事
故
防
止

❶
危
険
箇
所
を
再
確
認

❷
ほ
場
を
出
る
際
の
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
操
作
に
注
意

❸
の
り
面
の
傾
斜
で
は
慎
重
に

　

事
故
を
補
償
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
共
済
課
☎
42
・
６
２
１
０

運
転
す
る

❹
農
作
業
は
過
信
せ
ず
、
慎
重

に
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う

農
機
具
事
故
に
備
え
て



募　

集

ご
案
内

慶
野
松
原
海
水
浴
場
・
キ
ャ
ン

プ
場
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
上
旬
〜
8
月
下
旬

▽
賃
金　

８
０
０
円
以
上

問
慶
野
松
原
海
水
浴
場

　

☎
36
・
５
９
５
９

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ

①
食
堂
係　

※
夏
季
の
み
も
可

▽
勤
務
時
間　

午
後
６
時
〜
10
時

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

②
夏
季
学
生
ア
ル
バ
イ
ト

▽
勤
務
時
間　

❶
午
前
７
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分
❷
午
後
４

時
〜
10
時

▽
賃
金　

時
給
８
２
０
円
以
上

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

公
営
住
宅
入
居
者

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
等
は
、21
万
４
０
０
０
円
以
下
）

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
塩
屋
）

１
戸
、F
棟
３
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
16
年
度
建

築
。家
賃
月
額
２
万
２
７
０
０

円
〜
４
万
４
４
０
０
円
、駐
車
１

台
月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付

５
０
０
０
円
）

瓦
ば
ん

情
報
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保
育
所
（
園
）
臨
時
職
員

保
育
士
（
時
間
勤
務
）

①
産
休
代
替
職
員
等

　

保
育
士
（
時
間
勤
務
）

▽
雇
用
期
間　

平
成
23
年
７
月
１

日
〜
９
月
30
日
（
更
新
有
り
）

▽
勤
務
先　

市
立
保
育
所
（
園
）

▽
雇
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分
・
7
時
間
勤
務

▽
賃
金　

時
給
９
０
０
円
か
ら

（
交
通
費
別
途
支
給
、
各
種
保

険
に
加
入
）

▽
応
募
資
格　

保
育
士
資
格

②
延
長
保
育
の
職
員

▽
雇
用
期
間
、
勤
務
先
、
応
募
資

格
は
、
①
と
同
じ

▽
雇
用
時
間　

午
後
４
時
〜
６
時

　

・
２
時
間
勤
務

▽
賃
金　

時
給
１
０
０
０
円
（
交

通
費
別
途
支
給
、
労
災
保
険
に

加
入
）

▽
選
考
方
法　

　

①
②
と
も
面
接
試
験

▽
申
込
締
切　

６
月
13
日
（
月
）

▽
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真

と
資
格
証
の
写
し
を
添
付
。

▽
申
込
先　

福
祉
課
（
広
田
広
田

１
０
６
４
）　

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

保
育
所
（
園
）
臨
時
職
員
の

登
録
（
保
育
士
・
調
理
員
）

　
「
保
育
士
・
調
理
師
名
簿
」へ
の

登
録
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
公
立
保
育
所（
園
）で
、産

休
、育
児
休
業
、病
気
休
暇
に
よ
り

職
員
が
不
足
し
た
場
合
に
原
則
こ

の
登
録
者
の
中
か
ら
任
用
す
る
も

の
で
す
。な
お
、登
録
有
効
期
限
は

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

問
福
祉
課　

☎
44
・
３
０
０
２

図
書
館
の
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト

▽
期
間　

７
月
20
日
（
水
）
〜
９

　

月
19
日
（
月
）
の
内
30
日
程
度

▽
勤
務
先
と
人
数　

三
原
図
書
館

　

ま
た
は
南
淡
図
書
館
で
計
４
人

▽
勤
務
時
間　

①
〜
③
の
交
代
制

　

①
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

②
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

③
午
後
１
時
15
分
〜
午
後
７
時
15
分

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
（
学
生

　

は
８
０
０
円
）

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

　

以
上
（
高
校
生
不
可
）、
図
書

　

館
司
書
有
資
格
者
、
図
書
館
勤

　

務
経
験
者
を
優
先

▽
選
考
方
法　

６
月
29
日
（
水
）

　

に
面
接
試
験
を
実
施
。

▽
申
込
締
切　

６
月
10
日
（
金
）

　

ま
で
に
履
歴
書
、
司
書
資
格
書

　

写
し
を
持
参
。（
郵
送
不
可
）

▽
申
込
先　

三
原
図
書
館
ま
た
は

南
淡
図
書
館

問
三
原
図
書
館
☎
43
・
５
０
３
７

問
南
淡
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

農
業
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
を
募
集

　

障
害
者
の
農
業
就
労
の
促
進
の

た
め
、
農
家
や
農
業
を
営
む
企
業

と
障
害
者
と
の
橋
渡
し
役
を
担
う

「
農
業
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
４
日
（
月
）
と
、

5
日
（
火
）
の
二
日
間

　

午
後
７
時
〜
９
時

※
7
月
中
に
あ
わ
じ
特
別
支
援
学

校
と
農
家
へ
見
学
を
実
施

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
定
員　

20
人

▽
申
込
締
切　

6
月
15
日
（
水
）

▽
申
込
先　

五
色
精
光
園
か
が
や

き
事
業
所

問
同
事
業
所
☎
33
・
１
１
９
２

12

▽
し
ず
お
り
団
地（
倭
文
庄
田
）

　

２
戸
、
１
棟
の
３
０
１
号
と

３
０
６
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身

不
可
、平
成
10
年
度
建
築
。家

賃
月
額
２
万
２
５
０
０
円
〜

４
万
４
１
０
０
円
、駐
車
料
金
１

台
月
額
２
５
０
０
円

▽（
随
時
）伊
加
利
団
地（
伊
加
利
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
16
号
、３
Ｄ
Ｋ
、単

身
不
可
、昭
和
54
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
４
０
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円

◇
申
込
締
切
日　

６
月
15
日（
水
）

◇
公
開
抽
選
日　

６
月
27
日（
月
）

　

午
前
10
時
。西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※（
随
時
）の
記
載
が
あ
る
も
の
は
先

着
順
で
す（
抽
選
な
し
）

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

「
人
形
浄
瑠
璃
の
絵
」募
集

▽
応
募
規
格　

画
用
紙
４
つ
切
、

水
彩
画
・
油
絵
・
日
本
画
な
ど

10
号
以
内

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

提
出

▽
賞　

特
選
１
点
、
入
選
10
点

▽
応
募
締
切
日　

７
月
１
日（
金
）

問
㈶
淡
路
人
形
協
会
事
務
局
（
生

涯
学
習
文
化
振
興
課
）

　

☎
37
・
３
０
２
０

狩
猟
免
許
試
験

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟

鳥
獣
の
捕
獲
に
必
要
な
資
格
で
す
。

▽
申
込
期
間　

６
月
６
日
（
月
）

〜
21
日
（
火
）

▽
試
験
日
・
試
験
会
場

◆
知
識
･
適
性
試
験　

７
月
６
日

（
水
）
神
戸
、
姫
路
、
養
父

◆
技
能
試
験
（
知
識
･
適
性
試
験

の
合
格
者
の
み
）
７
月
20
日

（
水
）
姫
路
も
し
く
は
７
月

27
日
（
水
）
神
戸

※
試
験
を
受
験
す
る
人
を
対
象
に

し
た
初
心
者
講
習
会
を
６
月
４

日
（
土
）
神
戸
に
て
実
施
予
定

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
森

林
林
業
課
☎
26
・
２
１
０
３

問
南
あ
わ
じ
市
農
林
振
興
課　
　

☎
43
・
５
０
２
５

あ
わ
じ
教
育
相
談

▽
相
談
内
容　

支
援
が
必
要
な
入

学
前
の
幼
児
、
小
・
中
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒
に
対
す

る
相
談
。
専
門
の
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
担
当
し
ま
す
。

▽
日
時　

毎
月
第
２
木
曜
日
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
８
月
は

除
く
）

▽
場
所　

西
淡
庁
舎
第
２
会
議
室

広報 

　　

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　９日（木）・21日（火）13:30～16:30
◆場所　三原市民センター小会議室
問市民課☎43-5023 予約必要

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　三原市民センター２階
問市消費生活センター☎43-5099

特設人権相談
◆内容　人権擁護委員による相談
◆日時　1日（水）13:30～16:00
◆場所　緑市民センター、西淡庁舎、
　　　　三原市民センター、南淡公民館
問市民課☎43-5023（予約不要）

司法書士会による相談
（無料登記・法律相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　21日(火）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談、予約不要 ※先着順）

◆日時　27日(月）10:00～12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士 山下富弘事務所☎23-9171

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　13日（月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　☎32-1641（行政書士瀧岡光子）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　構研設計一級建築士事務所
☎0799-64-1199（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎（予約必要）
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡婦への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　福祉課☎44-3013

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　家庭児童相談室☎44-3013

 ６月の
　無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
７
時
〜
９
時

▽
場
所　

鳥
井
公
園
前

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

◆
甍
の
里
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

甍
公
園

問
事
務
局
☎
36
・
２
１
１
７

◆
阿
万
直
売
所

▽
日
時　

第
２
・
４
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

阿
万
港
船ふ

な
だ
ま溜
り

問
事
務
局
☎
55
・
０
６
８
１

に
移
転
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
疑
問
や

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
は
、市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
と
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
淡
路
県
民
局　

淡
路
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
☎
23
・
０
９
９
３

ゆ
ー
ぷ
る
回
数
券
特
別
割
引
販
売

▽
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

▽
有
効
期
限 　

24
年
３
月
31
日

問
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50
・
５
１
２
６

冊数
※１冊10枚綴

現行価格
(１枚単価)

割引価格
(１枚単価)

３冊 16,200円
（540円）

15,000円
（500円）

５冊 27,000円
（540円）

24,000円
（480円）

10冊 54,000円
（540円）

40,000円
（400円）

子ども用

１冊
2,700円
（270円）

2,500円
（250円）

▽割引価格表

▽
申
込
方
法　

在
籍
す
る
幼
稚

園
、
保
育
所
（
園
）、
学
校
に

申
込
書
を
提
出

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

▽
内
容　

い
じ
め
、体
罰
な
ど
子
ど
も

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
対

す
る
電
話
相
談
を
受
付
ま
す
。

　

☎
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
日
時　

❶
６
月
27
日（
月
）〜
7

月
１
日（
金
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
❷
７
月
２
日（
土
）〜
３

日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

県
の
消
費
者
相
談
窓
口
が
淡

路
県
民
局
内
に
移
転

　
4
月
か
ら
、兵
庫
県
の
消
費
者

相
談
窓
口
が「
淡
路
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
」と
し
て
淡
路
県
民
局
内



ご
案
内

「
地
震
・
原
発
・
環
境
の
真

実
」
武
田
邦
彦
氏
講
演
会

　

地
震
と
原
発
、
気
に
な
る
東
南

海
地
震
や
環
境
に
つ
い
て
講
演
。

▽
日
時　

６
月
21
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
旧
勤
労
セ
ン
タ
ー
）

▽
講
師　

中
部
大
学　

武
田
邦
彦
教
授

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
先　

洲
本
商
工
会
議
所

▽
定
員　

３
０
０
人

※
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お

早
め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

問
洲
本
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

☎
22
・
２
５
７
１

問
市
商
工
会
☎
42
・
４
７
２
１　

要
約
筆
記
奉
仕
員
の
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
の
奉
仕
員
と
は
、
耳

の
聞
こ
え
の
不
自
由
な
人
に
、
書

い
て
伝
え
る
筆
記
通
訳
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

▽
養
成
講
座
日
時　

７
月
２
日

（
土
）〜
10
月
15
日（
土
）毎
週

土
曜
日
、午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
、演
習
は
別
途
日
曜
日

に
開
催
し
ま
す
。全
15
回
開
催

▽
募
集
人
員　

定
員
15
人

▽
場
所　

し
づ
の
お
だ
ま
き
館

（
淡
路
市
）

▽
申
込
締
切　

６
月
24
日（
金
）

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０
F 

26
・
１
１
７
５

世
界
的
指
揮
者
「
佐
渡
裕
氏
」
に

よ
る
吹
奏
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

島
内
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生

徒
た
ち
に
世
界
的
指
揮
者
の
佐
渡

裕
氏
が
楽
し
い
ト
ー
ク
を
交
え
な

が
ら
楽
曲
指
導
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
７
日
（
木
）
午
後

７
時
〜
開
演
（
開
場
30
分
前
）

　

所
要
時
間
約
1
時
間
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
指
導　

佐
渡
裕
氏　

兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
芸
術
監

督
（
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
指
揮
者
）

▽
指
導
楽
曲　

ア
メ
リ
カ
ン
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー　

▽
入
場
料　

無
料

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路

　

（
岡
田
）
☎
28
・
１
１
５
０

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

▽
対
象　

防
火
管
理
義
務
対
象
物

に
居
住
、
又
は
勤
務
す
る
人

な
ど
で
防
火
管
理
者
と
し
て

選
任
さ
れ
る
予
定
の
人

▽
日
時　

７
月
20
日
（
水
）
、
21

日
（
木
）
の
２
日
間

▽
場
所　

淡
路
消
防
ビ
ル
５
階

▽
申
込
期
間　

６
月
28
日
（
火
）

〜
30
日
（
木
）

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
付
締
切

▽
申
込
書　

消
防
本
部
予
防
課
及

び
最
寄
の
消
防
署
に
設
置

※
㈶
日
本
防
火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す　

▽
受
講
料　

６
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

問
㈶
日
本
防
火
協
会　
　
　
　

　

☎
03
・
３
５
９
１
・
７
１
２
１

　

淡
路
広
域
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
24
・
２
４
１
６

丸
山
魚
彩
館
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

6
月
15
日
（
水
）
午
前

７
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

魚
彩
館

※
一
般
参
加
大
歓
迎

問
淡
路
島
観
光
協
会
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

警
察
で
は
、
不
法
滞
在
・
不
法
就

労
な
ど
の
来
日
外
国
人
犯
罪
の
取
締

り
の
ほ
か
、
企
業
へ
の
不
法
就
労
防

止
の
呼
び
か
け
や
、
外
国
人
従
業
員

に
対
す
る
事
件
・
事
故
防
止
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
南
あ
わ
じ

＆
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ

ィ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
教
室

▽
日
時　

６
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
岸　

特
設

コ
ー
ト

▽
内
容　

①
Ｎ
Ｂ
Ａ
公
認
大
会　

　

②
４
人
制
オ
ー
プ
ン
大
会
（
32

チ
ー
ム
）

　

③
西
村
晃
一
氏
と
菅
山
か
お
る

氏
に
よ
る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
教
室

（
午
後
１
時
か
ら　

小
学
生
対
象
）

問
①
②
の
大
会
に
関
し
て
は

　

☎
０
９
０
・
３
４
９
５
・
２
１
２
７

（
フ
ジ
タ
）

問
③
の
教
室
に
関
し
て
は　
　

☎
42
・
４
７
２
１
（
南
あ
わ
じ

市
商
工
会
）

◆
②
の
出
場
チ
ー
ム
募
集

　
「
４
人
制
オ
ー
プ
ン
大
会
」
出

場
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
！

（
男
子
２
人
・
女
子
２
人
構
成
）

　

兵
庫
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
６
月
12
日
ま
で

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

h
yo
go
_b
each

vo
lley@

m
ail.

go
o
.n
e.jp

（
キ
タ
ニ
）
ま
で

　住宅再建共済制度「フェニックス共済」への加入はお済みですか？

　この制度は兵庫県が阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、創設した

ものです。住宅を所有している人などに加入いただき、平常時から

資金を寄せ合うことで、台風や地震など全ての自然災害発生時に被

害を受けた住宅の再建・補修を支援するものです。

　平成 21年８月の台風第９号の災害では、制度創設以来、初給付

を行いました。いざというときのわが家の安全・安心のためにも、

ぜひご加入ください。

区分 給付対象 給付額
再建等給付金 全壊・大規模半壊・半壊で再建・購入 600万円

補修給付金

全壊で補修 200万円

大規模半壊で補修 100万円

半壊で補修 50万円

居住確保給付金
全壊・大規模半壊・半壊で再建・購入・

補修をせず賃貸住宅に入居した場合等
10万円

住宅再建共済制度
自然災害で半壊以上の被

害を受けた住宅の再建等

年額5,000円で
最高600万円を給付

給付額

最高600万円を給付最高600万円を給付

区分 給付対象 給付額

家財再建共済

給付金

住宅が全壊で家財を補修・購入 50万円

住宅が大規模半壊で家財を補修・購入 35万円

住宅が半壊で家財を補修・購入 25万円

住宅が床上浸水で家財を補修・購入 15万円

家財再建共済制度
床上浸水以上の被害を受

けた住宅の家財の購入等

公益財団法人 兵庫県住宅再建共済基金☎078-362-9400 （専用電話　平日9:00～17:00）
〒650-8567　神戸市中央区下山手通5丁目10番1号（兵庫県庁内）

ホームページ：「フェニックス共済」で検索ください。

●共済制度のお陰で早く畳の購入ができ、高齢の父母を畳

の上で休ませることができたので、精神的にも安心し、

健康が保てました。（60歳代男性）

●共済制度で 200万円もいただき、早速補修できたが、加

入されていない方々が気の毒に思います。（70歳代男性）

●共済給付金を利用しようと思っていたわけではなく、軽い気

持ちで、お守りのつもりで加入しました。加入していて本当に

良かったなあとつくづく思いました。お陰で精神的にも肉体

的にも苦痛の時に共済金がもらえると思うと、心のゆとりがで

き、復旧にも元気が出ました。（60歳代の人）

●他県の親戚から、「兵庫県には良い共済制度があって羨ま

しい」と言われました。（50歳代男性）

平成21年台風第９号の被災者で給付を受けた人の声

小さな掛け金で
しっかり保障

年額1,500円で
最高50万円を給付最高50万円を給付最高50万円を給付

泫１ 県外で再建・購入の場合は給付額は 1/2 の額となります

泫２ 賃貸住宅等は、所有者が加入できますが県内での再建等のみに

　　 給付し、居住確保給付金は給付対象となりません

泫１ 住宅再建共済制度加入者は、負担金年額 1,000 円／戸とな

　　 ります

泫２ 賃貸住宅等は、賃借人が加入できます

▲東日本大震災で被災した南三陸町

兵庫県住宅再建共済制度

フェニックス共済

※加入申込書は、南あわじ市各総合窓口センター、支所、連絡所、出張所、中央庁舎に備え付けています

 有料広
告

　 募集
　　掲載料金
１種広告　30,000円（4.5 ㎝× 18㎝）
２種広告　16,000円（4.5 ㎝×９㎝）

6か月以上継続してご契約された方は･･･
１種広告　20,000円　２種広告　11,000円

＜お問い合わせ＞

　情報課☎ 43-5003

  市内 19,100部折込
「広報南あわじ」に、お店の宣伝、
　　　　求人情報など出しませんか？

まずはお
電話を！

2011.6.1発行15 14

情報瓦ばん

■掲載時間帯　❶午前８時～午後１時❷午後３時～午後 10時
■料金　20文字以内の文字広告を１枠とします。広告は５分間
に１回程度スクロールします。（料金は右表）

※市の広報、ホームページバナー広告とセットでお申込みすれば

料金がさらにお安くなります

問市長公室☎ 43-5002、情報課☎ 43-5003

１枠あたりの掲載料金

掲載期間 料金
１週間 8,000 円
１か月 30,000 円
３か月 85,000 円
６か月 160,000 円
１年間 300,000 円

　 募集中



　　　

　

まなびの扉

17 16

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉
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71シリ
ーズ

才
門（
さ
い
か
ど
）遺
跡

Ｂ
＆
Ｇ
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

▽
日
時　

７
月
９
日
（
土
）
〜
10

日
（
日
）

▽
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
艇
庫
等　
（
阿

万
塩
屋
町
）

▽
募
集　

親
子
10
組
20
名
（
小
学

生
と
親
も
し
く
は
保
護
者
）

▽
内
容　

キ
ャ
ン
プ
、食
事
作
り
、

カ
ヌ
ー
等

▽
参
加
費　

子
供
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　

大
人
３
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
で

生
涯
学
習
文
化
振
興
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

教
科
書
展
示
会

▽
内
容　

小
・
中
学
校
の
教
科
書

を
展
示

▽
期
間　

６
月
17
日
（
金
）
〜
７

月
３
日
（
日
）

▽
展
示
時
間　

三
原
図
書
館
の
開

館
時
間
帯

▽
場
所　

三
原
図
書
館

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

働
く
婦
人
の
家

◆
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
の
参
加
者
を

募
集　
（
定
員
20
人
・
材
料
費
実
費
）

▽
日
時　

６
月
27
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜

▽
内
容　

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る

お
い
し
い
料
理
づ
く
り

▽
講
師
「
た
に
や
ん
の
店
」
店
長

▽
申
込
締
切
日　

６
月
13
日（
月
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

『
木
偶
（
デ
コ
）
作
り
講
座
』
の

受
講
生
を
募
集　
　

　
あ
な
た
も
淡
路
人
形
の
か
し
ら

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
ま
で

▽
場
所　

人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

▽
費
用　

材
料
費
・
道
具
代
実
費

▽
指
導　

大
平
由
紀
子
・
宮
本
明

◆
上
村
源
之
丞
座
資
料
展

　
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
元
祖 

源

之
丞
座
に
伝
わ
る
資
料
展

　

７
月
20
日
（
水
）
ま
で

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
淡
路
人
形
芝
居
の
主
役
た
ち
」

　

８
月
中
旬
ま
で

◆
雑
俳
展　
（
淡
路
雅
交
会
）

　
６
月
２
日
（
木
）
〜
７
月
18
日

（
月
）
午
前
中
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

学
校
保
健
会
研
修
会

　

た
な
か
医
院
の
田
中
一
宏
先
生

を
招
い
て「
発
達
障
害
に
つ
い
て
」

〜
特
別
支
援
教
育
５
年
目
を
迎
え

て
〜
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
※
入
場
無
料　

▽
日
時　

６
月
11
日
（
土
）

　

午
後
２
時
30
分
〜

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

問
学
校
保
健
会
事
務
局
（
学
校

教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８
）

埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
10

▽
内
容　

賀
集
福
井
に
あ
る
高
萩

遺
跡
で
出
土
し
た
弥
生
時
代

〜
中
世
の
土
器
や
石
器
な
ど

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
1
階

▽
期
間　

6
月
15
日
（
水
）
〜
10

月
中
旬
ま
で

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

第
25
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会 

▽
日
時　

６
月
４
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

▽
会
費　

１
０
０
円

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

●マンガからだのしくみ大冒険
手丸 かのこ著（子どもの未来社）

小学校５年生の男の子ケン
タと、ケンタの「なぜ？」とい
う気持ちからうまれた“な
ぜなぜ”といっしょに、から
だのしくみを学ぼう。から
だにまつわる48のQ＆A
をマンガで解説します。

●ゲゲゲの女房と品格
の母が語る知足安分
（学研パブリッシング）
緑公民館図書室
☎44-3008

●絶対に成功する結婚38のルール
市川 浩子著（ＫＫベストセラーズ）

婚活で悩んでしまっていま
せんか―。本当の自分や、心
の底から求めている理想の
相手、理想の結婚生活に気づ
くことができる、自己カウン
セリングとトレーニングの具
体的な方法を紹介します！

●コんガらガっちどっち
にすすむ？の本
ユーフラテス作（小学館）
三原図書館☎43-5037

●洋館さんぽ
 インク・インコーポレーション編（グラフィック社）

旧居留地や異人館街の風景
は、海外にいるかのような錯
覚を覚えるほど。華やかな
シャンデリアに重圧感のあ
る家具、美しい壁紙など、優
雅な暮らしを求めた上流階
級のライフスタイルを垣間
見ることができるでしょう。
●白オバケ黒オバケのみつけ
て絵本うるまでるび作・絵（学研教育出版）
西淡公民館図書室
☎37-3028

●ぎょうれつのできるはちみつやさん
ふくざわ ゆみこ著（教育画劇）

はちみつを集める旅をして
いる、はちみつやさんのパ
パから、いろいろな花のは
ちみつの小包みが届きまし
た。やがてある日、小包みと
同じ甘いにおいが漂ってき
て…。ぎょうれつのできる、
おいしいえほんシリーズ。

南淡図書館☎53-0234

●なぜ、島田紳助は人の心
をつかむのが上手いのか？
内藤 誼人著（廣済堂出版）

　才門遺跡は、賀集鍛
か じ や

治屋に位置する奈良～平

安時代初めにかけての遺跡です。発掘調査で２

×３間（4.2 ｍ× 6.9 ｍ）の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物など

が見つかり、柱穴から奈良時代前半頃の須
す え き

恵器

という土器や、塩づくり用の土器が多く出土し

ました。才門遺跡は奈良時代に阿万の海岸部で

つくった塩を税として都に運んだ、塩の流通に

関連する遺跡の１つと考えられます。

問埋蔵文化財調査事務所☎ 42-3849

　

東　

美
鈴　

准
教
授

▽
参
加
費　

無
料

※
健
康
相
談
・
血
圧
測
定
・
体
重

脂
肪
測
定
も
行
い
ま
す

▽
申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電

話
で
申
込
く
だ
さ
い

問
関
西
看
護
医
療
大
学

　

☎
０
７
９
９
・
60
・
１
２
０
０

　

F
０
７
９
９
・
60
・
１
２
０
１　

ら
ら
・
ウ
ォ
ー
ク
ま
ち
の
子

育
て
ひ
ろ
ば

　

県
の
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
お
楽
し
み
会
「
第
1
回
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
」
ふ
し
ぎ
な
つ
ぼ
、

お
ひ
る
ね
こ
ろ
り
ん
、
ほ
か
。

※
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

▽
日
時　

６
月
13
日
（
月
）
午
前

11
時
〜　

30
分
間
程
度

▽
場
所　

ら
ら
ら
子
育
て
ひ
ろ
ば

「
親
子
で
南
淡
ら
・
ら
・
ら
♪
」

▽
申
込　

先
着
20
組

問
ら
ら
ウ
ォ
ー
ク
☎
50
・
２
０
２
０

▲柱穴から出土した須恵器

 

※○はおやすみです

日 月 火 水 木 金 土

月末整理

●６月の図書館カレンダー

初回トレーニング講習会
受講者募集

◉子ども連れの受講はできません
問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場

合、初回のみ講習会を受講していた

だきます。

　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 アドバイス 第２講習

８ 水 14:00～ 17:00～ 19:00～

25 土 10:00～ 13:00～ 15:00～

※
文
化
体
育
館
で
は
、４
月
か
ら
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会（
第
１
講
習
時
間
）終
了
後
、イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す（
講
習
会
終
了
者
対
象
）

▲掘立柱建物

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
86
回
天
体
観
測
会

「
土
星
の
衛
星
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

６
月
11
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

無
料（
保
護
者
同
伴
）

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場（
木
田
徹
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

関
西
看
護
医
療
大
学　
市
民
講
座

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　
「
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め

に
」
〜
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る

〜
と
題
し
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

洲
本
市
総
合
福
祉
会
館

（
洲
本
市
山
手
2
丁
目
2
番
26
号
）

▽
講
師　

関
西
看
護
医
療
大
学　

          　              １      2             3      4 

 5      ６     ７       8      9     10    11

12    13   14     15    16     17    18    

19    20    21    22    23     24    25

26 　27    28    29    30 

 有料広
告

　 募集
＜お問い合わせ＞

　情報課☎ 43-5003

南あわじ市ホームページに、お店の宣伝
や求人情報など出しませんか？

　　掲載料金
 １か月　  10,000 円（月額）

12か月継続してご契約された方は･･･
12か月　100,000円（年額）

「ホームページ」バナー広告
区分 月平均数
22年度 20,478件

21年度 12,069件

20年度 12,212件

トップページへの訪問者数
[ビジットカウント]

 

▲働く婦人の家での料
理教室



いきいき健康生活

19 182011.6.1発行
広報 

 時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名
月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院
八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 平日18:00～23:00

土曜13:00～23:00南淡路病院

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

６ 月

９:00～ 10:30

三原保健センター
13 月 緑保健福祉センター
20 月 西淡保健センター
27 月 南淡福祉保健センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とする
64歳以下を対象（要予約）

24 金 10:00～12:00 緑保健福祉センター

   ６月の健康カレンダー

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
内容  日 曜日　    時間 場所

阿波踊り体操
１ 水

10:00 ～ 緑保健福祉センター
15 水

※上記教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎44-3004）まで

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 16 木 13:15～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（23年２月生）

28 火 12:30～ 13:00

10か月児健康診査
（22年８月生）

14 火 12:30～ 13:00

１歳６か月児健康診査
（21年11月生）

７ 火 12:30～ 13:00

３歳児健康診査
（20年５月生）

21 火 12:30～ 13:00

２歳児歯科健診
（21年３月生）

17 金 13:00～ 13:30

強い歯・幼児フッ素塗布
（20年３月･20年９月生）

３ 金 13:00～ 13:45

育児相談
（22年４月生）
（22年11月生）

２ 木

13:00～14:00

南淡福祉保健センター
８ 水 西淡保健センター
15 水 緑保健福祉センター
22 水 三原保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（23年１月生）

23 木 ９:45～ 10:00
緑保健福祉センター

遊びの教室 ９ 木 ９:30～（予約制）
発達支援相談 ９ 木 13:30～（予約制）

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
３ 金 11:30 ～ 16:00 南淡公民館

愛する家族への思いやり
乳がん・子宮がん検診を受けましょう

り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
死
亡
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
早
期
に
発
見

し
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
大
部
分
で
死
亡
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
自
覚
症

状
は
が
ん
の
初
期
で
は
な
く
、
進
行
し
て
か

ら
出
て
く
る
た
め
、
症
状
が
な
い
と
き
か
ら

の
定
期
検
診
が
重
要
で
す
。

◆
乳
が
ん
検
診

　

乳
が
ん
は
女
性
に
で
き
る
が
ん
の
中
で
１

番
多
く
、
２
０
０
５
年
で
は
５
万
人
が
発
症

し
て
お
り
、
40
代
後
半
に
も
っ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

受
診
の
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成
24
年
4
月
1

日
現
在
に
お
い
て
偶
数
年
齢
の
人

受
診
の
流
れ

❶
事
前
に
健
康
課
へ
の
申
し
込
み

❷
受
診
票
を
健
康
課
よ
り
送
付

❸
申
込
者
は
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
受
診

検
診
期
間　
６
月
〜
12
月

検
診
項
目　

問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ

個
人
負
担
金　

１
７
０
０
円
（
検
診
当
日
、

受
診
さ
れ
た
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ

さ
い
）

受
診
医
療
機
関　

穀
内
ク
リ
ニ
ッ
ク
、海
の

里
ク
リ
ニ
ッ
ク
、八
木
病
院
、平
成
病
院

※
乳
が
ん
検
診
の
受
診
間
隔
は
２
年
に
１
回

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
触
れ
て
し

こ
り
が
あ
る
な
ど
自
覚
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
す
み
や
か
に
乳
房
疾
患
の
専
門
医

療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　がんは死亡原因の第１位です。最近では女性特有のがん（乳がんや子宮がん）にかかる割合が増加していま
す。定期的な検診で早期発見・早期治療をすることが大切です。
問健康課☎44-3004

本
は
、
世
界
有
数
の
が
ん
大
国
で
、

日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な

日● 元気はつらつ教室
内容  日 曜日　時間 場所

認知症、笑いの力など ９ 木
13:00 ～ 南淡福祉保健センター

介護保険、健康劇など 23 木

● いきいき百歳体操モデル事業
内容  日 曜日　時間 場所

筋力運動

※足腰が弱ってきたと

感じる人などが対象

７ 火

13:15 ～ 西淡庁舎集会室
14 火
21 火
28 火

～食生活を改善してみませんか？～
日時　６月29日(水)　10:00～12：30
場所　松帆活性化センター
申込締切　６月15日（水）
内容　食生活のチェック及び生活習慣病を予防する
ための講話と調理実習(全13回)
参加費　材料費の実費(年1,000円程度)
問洲本健康福祉事務所☎26-2062
　健康課☎44-3004

いずみ会リーダー養成講座

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

愛育班活動 16  木  ９:30 ～ 沼島総合センター

診察日 担当医師 備　　考
 ６月 ６日（日）大橋　明 医師 受診前に電話をおか

けください。
☎23ｰ2700
担当医は都合により変更
になることもあります。

 ６月13日（日）平 山　 穀 医師

 ６月20日（日）植村幹二郎 医師

 ６月27日（日）田中一宏 医師

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

 ６月 ５日（日）大鐘稔彦 医師 平山　穀 医師

 ６月12日（日）畑田卓也 医師 西口　弘 医師

 ６月19日（日）穀内勇夫 医師 富本喜文 医師

 ６月26日（日）西口　弘 医師 友清龍一郎 医師

 休日小児救急診療（県立淡路病院）

子宮頸がんの検診日 場所

７月２日、５日 西淡保健センター

７月12日、16日、20日 南淡福祉保健センター

７月21日、23日、27日 三原保健センター

８月３日、６日 緑保健福祉センター

９月３日、５日 南淡福祉保健センター

検診項目 対象年齢

乳がん検診（女性） 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

子宮頸がん検診（女性） 20歳、25歳、30歳、35歳、40歳

大腸がん検診 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

肝炎ウィルス検診※ 40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

検診の無料クーポン券送付
　市では、「がん検診推進事業」及び「肝炎ウィルス
検診受診促進事業」として、下表の対象年齢の人へ「無
料クーポン券」をお送りしています。検診を受けるに
は予約が必要です。

※肝炎ウィルス検診を受診されたことのない人が対象

日時　６月１日（水）１３：３０～１５：３０
内容　演題「歯周病を予防するには？」-歯周病とたば
この深～い関係-
講師　高木景子氏（たかぎ歯科医院）
場所　洲本市健康福祉館（洲本高速バスセンター横）
※参加費無料、申込不要
問健康課☎44-3004

淡路歯科保健大会の講演会

町ぐるみ健診

　国は、毎年６月を「食育月間」、毎月19日を「食
育の日」、県は、毎年10月を「ひょうご食育月間」

食育月間と食育の日

としています。毎月
19日には家庭で、地
域で、食育を広げて
いきましょう。

問健康課☎44-3004

◆
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
主

な
原
因
と
さ
れ
、
20
〜
30
代
の
若
い
人
に
急

増
し
て
い
ま
す
。
検
診
は
、
綿
棒
な
ど
で
子

宮
頸
部
を
こ
す
る
だ
け
で
痛
み
も
あ
り
ま
せ

ん
。
20
歳
以
上
で
、
２
年
に
１
度
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。
市
で
は
、
町
ぐ
る
み
健
診

で
検
査
で
き
ま
す
。
ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ

て
い
な
い
人
は
早
急
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象　

20
歳
以
上
の
女
性
で
、
平
成
24
年

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
偶
数
年
齢
の
人

個
人
負
担
金　
１
２
０
０
円

※
す
で
に
申
し
込
み
さ
れ
て
い
る
人
は
、５
月
中
旬

に
乳
が
ん
検
診
受
診
票
を
、６
月
中
旬
頃
に
子

▼年齢は平成23年４月１日現在のもの

1位 2位 3位 4位 5位

男性 胃（20％） 肺（15％） 前立線（11％） 結腸（9％） 肝蔵（7％）

女性 乳房（18％） 胃（13％） 結腸（11％） 肺（9％） 子宮（9％）

羅患数が多い部位（2005年）

宮
が
ん
検
診
受
診
票
を
町

ぐ
る
み
健
診
受
診
票
と
あ

わ
せ
て
送
付
し
ま
す

▲2005年にがんと診断されたのは男女合わせて67万
6075例（男性＝39万835例、女性＝28万5240例）

※上記教室のお問い合わせは、地域包括支援センター
（☎44-3006）まで
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本格的な暑さの前に、生活リズムを整えることが
大切です。睡眠を十分にとること、朝ごはんをしっかり食べる
ことなど家族みんなで規則正しい生活を心がけましょう。

広報 

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、

⑤広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　６月10日（金）※消印有効

〒656-0472　南あわじ市市善光寺18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　
　広報クイズ

場で支援を続けま

す。また学校から

の要請を受けて、

いつでも学校へ出

向いて支援を行い

ます。

問学校教育課

　☎ 37-3018

学校運営支援対策員を配置

本格的な暑さの前に、生活リズムを整えることが

子育て広場

平成23年５月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください

▲ＱＲコード
携帯電話のバーコード
リーダで読み取り、クイ
ズに応募できます

※
５
月
号
の
正
解
は「
10
」。29
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

●催し（①・③・⑤ママひろば、②・④親子ひろば）
行事名 日時 内容

①ネイルアー
ト講座

６日
10:00～11：30

働く婦人の家、1000円、６組
※要予約

②高校生との
交流

７日、21日
10:40～11：30

働く婦人の家

③石鹸デコパ
ージュづくり

８日
14:00～15：00

働く婦人の家、石鹸１個、300
円、15組※要予約

④なつまつり
７月４日
10:00～11：30

働く婦人の家、500円、150人
※要予約（６月17日申込締切）

⑤バブルバス
づくり

７月８日
14:00～15：00

働く婦人の家、500円、15組
※要予約

広田中学校と三原
中学校の生徒がト
ライやる・ウィー
クの一環で子ども
たちとふれあいま
した

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込不要）
ひろば名 ６月の開設日 場所 時間
みどり 3,8,10,15,22,24,29 緑保健福祉センター

10:00
～
11:30

せいだん 2,7,9,14,16,21,23,28 西淡保健センター

みはら 2,7,9,14,16,21,23,28,30 働く婦人の家

なんだん 1,3,8,10,17,22,24,29 南淡公民館

●年齢別ふれあいひろば
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

ひよこ ０歳児
13日 10：00～ ベビーマッサージ、バスタオル
20日 10：15～ 食育クッキング※要予約

りす １歳児
13日 10：30～ リトミック※要予約うさぎ ２歳児

ぞう ３歳児

●自由あそびのコーナー （平日９：00～16：00）
場所 内容

働く婦人の家
常設の遊びのコーナー（ふれあいプレイルーム）
自由な時間に親子で遊ぶことができます。

　学校運営支援対策員は学校教員ＯＢ１名と警察関係

ＯＢ２名の３名で、１月１日付けで活動をはじめてい

ます。児童・生徒の問題行動について、学校との取り

組みと連携して多方面から支援を行い、円滑な学校運

営を縁の下から支えています。

問題行動等を起こす児童・生徒への対応
❶問題行動を起こす児童・生徒への支援

❷課題を抱える学校、学級運営等の在り方に関する支

援・市内小中学校の巡回指導及び校区のパトロール

学校運営支援対策連絡協議の開催
❶関係者が集まり連絡会議を開催し、支援のあり方を

検討

❷児童生徒及びその保護者に対する支援について検討

　その他、学校運営の充実を図るため、各学校や関係

機関と連携を図り、課題解決まで公平・中立的な立

▲学校運営支援対策員の松並さん
（左）、小嶋さん（中央）、小西さん（右）

問子育て学習・支援センター☎42-7703、９：00～16：00

▲鱧に下処理を加えている

阿那賀診療所
☎39-0668

（月・水・木曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火・金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00

伊加利診療所
☎39-0886

（火・金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●人　口 51,389人（前月比－61人）
　（男）　 24,792人（前月比－25人）
　（女）　 26,597人（前月比－36人）
●世帯数 18,585世帯（前月比＋25世帯）
　　　　　　　　※平成23年５月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
廻角　和正（愛媛県）

阿部　桂士（阿　万）

前川　　学（榎　列）

森﨑新之介（神戸市）

西野　　玲（倭　文）

守　　暁吉（志　知）

川渕　進矢（松　帆）

角村　大輔（　灘　）

仲野　有登（埼玉県）

仁里　耕二（志　知）

中谷　　晃（松　帆）

田村　暢章（西宮市）

古川　龍亮（榎　列）

丸本　純子（愛媛県）

古池百々代（潮美台）

神田　純子（洲本市）

梶　紗佑里（神戸市）

岡　　静香（　市　）

萩原　梨奈（洲本市）

坂口　裕子（洲本市）

堤　　真菜（八　木）

坂井　章子（奈良県）

森　香寿美（鹿児島県）

雨堤　智子（　湊　）

幸　絵里香（西宮市）

濱田　夏子（　湊　）

３ 月 26 日

４ 月 17 日

４ 月 17 日

４ 月 20 日

４ 月 23 日

４ 月 29 日

５ 月 １ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ４ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ７ 日

５ 月 ７ 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

桑田　和代

東　よう子

高川　末子

飛田あさみ

藤川せい子

南　ちゑ子

亀井　　守

藤川千鶴子

田中　保雄

林　　嘉子

橋本　　晨

的場笑美子

八 木

福 良

賀 集

福 良

市

福 良

市

榎 列

市

賀 集

榎 列

倭 文

65

64

87

87

73

93

64

89

81

83

79

92

４月 20 日

４月 21 日

４月 21 日

４月 22 日

４月 22 日

４月 22 日

４月 23 日

４月 23 日

４月 24 日

４月 25 日

４月 26 日

４月 28 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

柳川　日
ひ さ き

咲

河野　浩
ひろゆき

之

桃山桜
さ く た ろ う

太郎

衣川　遥
は る ね

音

畑野　美
み お

桜

三澤　柚
ゆ め

苺

下賀　結
ゆ あ

葵

下川　大
た い が

駕

福原　奏
そ あ

愛

石山　陽
ひ な

菜

岡本　壱
いちのすけ

介

久留米　然
ぜん

法嶋　瑛
え い た

太

益池　美
み く

来

上川　瑠
る あ

亜

記虎　結
ゆ い や

弥

木村　泉
み ず ほ

穂

武市　浩
こ う じ

司

水上　琥
こ う た

太

新地　心
こ は る

晴

仲野　沙
さ や

弥

馬部　煌
こうすけ

介

松村　愛
あ い ね

寧

宮本　愛
あ じ ゅ

珠

川田　実
み く

來

原口　　 咲
さき

前田いろは

三輪りみに

佐和由
ゆ り な

理那

阿部　太
たいよう

洋

女

男

男

女

女

女

女

男

女

女

男

男

男

女

男

男

女

男

男

女

女

男

女

女

女

女

女

女

女

男

浩 一

真 也

龍 太

陽

哲 也

大 祐

大 悟

譲

拓 也

靖

和 之

次 郎

剛 太

和 永

浩 一

由 貴

晃

忍

竜 哉

重 幸

晃 広

博 章

大 輔

周 作

哲 也

涼

展 宏

智 久

展 明

健 太 郎

松 帆

榎 列

志 知

神戸市

倭 文

広 田

神 代

東京都

市

津 井

福 良

福 良

大阪府

榎 列

市

大阪府

広 田

広 田

滋賀県

阿 万

神 代

松 帆

八 木

福 良

京都府

神 代

広 田

福 良

三重県

阿 万

４ 月 10 日

４ 月 11 日

４ 月 11 日

４ 月 12 日

４ 月 13 日

４ 月 13 日

４ 月 14 日

４ 月 18 日

４ 月 18 日

４ 月 19 日

４ 月 19 日

４ 月 19 日

４ 月 19 日

４ 月 20 日

４ 月 23 日

４ 月 23 日

４ 月 25 日

４ 月 25 日

４ 月 25 日

４ 月 26 日

４ 月 26 日

４ 月 26 日

４ 月 26 日

４ 月 26 日

４ 月 27 日

４ 月 27 日

４ 月 30 日

５ 月 ２ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

三谷　久野

鴻松　君男

長尾ひさの

山崎　豊子

沖田よしゑ

小畠　　章

神木　太一

出田こやす

武田　力也

安田　　稔

榿　　玉子

沼 島

北阿万

広 田

広 田

市

賀 集

福 良

阿 万

榎 列

倭 文

広 田

81

85

88

88

92

87

94

88

43

85

76

４月28日

４月29日

５月１日

５月１日

５月２日

５月２日

５月３日

５月４日

５月４日

５月４日

５月５日

氏名 年齢 地区 死亡日

鈴木たみゑ

中島　孝一

仲田　光男

和泉　道夫

肥田　利夫

西原　俊子

中村やすの

木場ふくみ

丹羽　義明

居上　　登

川崎　立江

潮美台

福 良

市

倭 文

賀 集

奈良県

榎 列

阿那賀

榎 列

賀 集

阿 万

85

74

85

80

79

88

90

99

78

80

91

５ 月 ６ 日

５ 月 ７ 日

５ 月 ７ 日

５ 月 ８ 日

５ 月 ９ 日

５ 月 ９ 日

５月 10 日

５月 11 日

５月 12 日

５月 13 日

５月 13 日

死亡

　これから夏にかけて旬

を迎える鱧。鱧にはたくさんの小骨があり、食べ
るには○○○という下処

理が必要となります。皮

を切らないように細かい

切りこみを入れて小骨を

切断する技法で、熟練の

技が必要です。○○○に

入る処理方法は？

①骨切り

②薄切り

③和切り

働く婦人の家
で開催します

広田中学校と三原

出前ひろば
（５月17日）



淡路だんじり唄コンクールだんじり唄の競演
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ま
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ト
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地
域
の
催
し
や
明
る
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話
題
な
ど
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ご
ざ
い
ま
し
た
ら
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気
軽
に
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報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）
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夏
の
風
物
詩「
鱧
」が
旬
を
迎
え
る

広報 

ア
ー
ト
を
作
り
、創
造
力
を
広
げ
る

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ゴ
ー
ヤ
の
カ
ー
テ
ン
で
節
電

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
清
川
あ
さ
み
さ
ん

べ
っ
ぴ
ん
鱧
ま
つ
り

栄福寺淡路巡礼でご詠歌を奉納
　５月になると淡路島の「風物詩」淡路巡礼が始まります。起源は文明

17年（１４７５）淡路守護職細川成春によって初められたとされます。

先祖を供養するため、寺にご詠歌や踊りを奉納していました。この日、

白装束を身にまとい栄福寺に集まった巡礼者は約１００人。檀家の人た

ちが訪れた人を接待しました。

　訪れた多田美智子さん（榎列）は、「巡礼は、ご先祖様の供養と自分

の心の修行です。また人との交流も深まる」と話していました。
▲武田さんが所属する筒井檀尻保存会。元
禄曽我物語を力強く唄い上げました

ば
、
日
差
し
を
遮
断
す
る
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
が
で
き
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
節
電
へ
の
関
心
が
高

ま
る
中
、
同
連
合
会
の
園
芸
部
が

エ
コ
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
Ｊ
Ａ
あ

道
の
駅
う
ず
し
お
ま
つ
り
２
０
１
１

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
く

　三原公民館で５月 15日、だんじり唄コンクールが開催されまし

た。同コンクールは、だんじり唄の継承、振興を図ろうと平成元年

から開催されています。この日参加した人たちは約５６０人。揃い

の法被に拍子木を打ち情緒あふれる演目を唄い上げました。

　参加した武田憲人さん（北阿万）は「先輩から受け継いできた唄

をずっと練習してきた。気持ちを乗せて唄うように心がけた」と話

していました。大会結果は 11頁を参照ください。　

▲公民館の窓際の花壇にゴーヤ
を植えるメンバーたち

き
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
若
男
組
合
長
（
福
良
）
は
、

「
淡
路
の
鱧
は
皮
が
や
わ
ら
か
く

骨
が
細
い
の
で
食
べ
や
す
い
。
ま

た
油
が
の
っ
て
甘
く
て
美
味
し
い

」
と
淡
路
産
の
鱧
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の
濱
田
石
一

会
長
は
、「
地
区
の
人
た
ち
の
交

流
拠
点
と
な
る
公
民
館
に
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
を
作
り
、
暑
さ
を
和

ら
げ
節
電
に
励
み
た
い
。
そ
し
て

栄
養
満
点
の
ゴ
ー
ヤ
が
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

た
。
上
田
尚
さ
ん
（
神
代
）
は
「
き

れ
い
な
花
の
下
で
お
茶
を
飲
め
て

心
地
よ
か
っ
た
し
、
大
き
な
魚
も

獲
れ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

▲絵本の中に登場する王子とツバメを貼り付け、手芸
用でスパンコールを使用し雪を表現する子どもたち

で
話
す
清
川
さ
ん
。
授
業
を
受
け

た
高
岡
萌も

え衣
さ
ん
（
広
田
）
は
「
い

ろ
ん
な
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
作

品
を
作
る
の
は
初
め
て
。
み
ん
な

で
協
力
し
て
作
る
の
が
楽
し
か
っ

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

番
組
は
６
月
18
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
で
午
前
９
時
30
分
か
ら
の
放
送

予
定
で
す
。

ま
し
た
。
同
ま
つ
り
は
３
年
前
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
作
り
に

　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
５
月

10
日
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
が
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
廣
地
宏
会
長
）
か
ら

市
内
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
人

た
ち
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
苗
は

全
部
で
１
１
０
０
株
。
ネ
ッ
ト
に

ツ
ル
を
絡
ま
せ
ゴ
ー
ヤ
を
育
て
れ

わ
じ
島
農
協
の
協

力
を
得
て
ゴ
ー
ヤ

の
苗
を
育
苗
し
ま

し
た
。

　

阿
那
賀
丸
山
老

人
ク
ラ
ブ
は
同

日
、
丸
山
地
区
公

民
館
の
花
壇
に
20

株
の
苗
を
移
植
し

デザイナー古田恵介さんインテリアの国際見本市へ出品
　インテリアライフスタイル展（東京）が開催される６月１～３日に、古田恵介さん（賀

集）がインテリア用品を出品します。同展の若手部門で事前審査を通過。８組しか通

過できない狭き門です。古田さんが出品するのは主に香炉（縦・横10㎝×高さ8.5㎝）

で、源氏香で利用する独特のデザインが施された淡路瓦製の蓋を用いています。

　古田さんは「４００年の伝統を誇る淡路瓦の文化に魅力を感じ、素材を活かした作

品を作り、それぞれに文様を施しました。今回の展示では、次に繋がる世界最大級の

見本市（ドイツ）を目指し、審査員に作品をＰＲしたい」と意気込みを見せました。

正木健人さんＩＢＳＡ世界大会の柔道で優勝
　北阿万出身の正木健人さん（徳島県立盲学校）が、４月７日にトルコ

で開かれた国際視覚障害者スポーツ連盟（ＩＢＳＡ）第４回世界大会に出

場し、柔道男子１００㎏超級で優勝を果たしました。正木さんは南淡中

学校時代から柔道を始め、全国大会で準優勝した経験もあります。

　初の国際大会出場を果たし、金メダルを獲得した正木さんは、「来

年のロンドンで開催されるパラリンピックの出場を目指しさらに頑張

りたい」と抱負を語りました。
▲香炉に加え、矢がすりやうろこの
文様を施した小物入れや照明など
も計63点の作品を出品します ▲正木さん（中央）の得意技は払腰と大外

刈。決勝戦は払腰で優勝を勝ち取りました

　

５
月
12
〜
13
日
の
２
日
間
、
広

田
小
学
校
で
広
田
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
清
川
あ
さ
み
さ
ん
が
６

年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
工
作
を
通

し
て
創
造
力
を
高
め
る
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
清
川
さ
ん
は
糸
や
布

を
使
っ
た
ア
ー
ト
作
品
や
衣
裳
、

映
像
な
ど
を
創
作
す
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
多
方
面
で
活
躍
し
て

▲鈴と鈎杖を使いご詠歌を唄う真珠会（榎列）のメ
ンバーたち

▲作品で何を表現したいのかをアドバ
イスする清川さん（右）

▲ゴーヤの苗を受け取る
濱田石一会長（左）

毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
参
加
し

た
人
た
ち
は
約

２
０
０
０
人
。
藤
の

棚
の
下
で
の
お
茶
会

や
魚
つ
か
み
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し

　

道
の
駅
う
ず
し
お
で
４
月
29

日
、
う
ず
し
お
ま
つ
り
が
行
わ
れ

▲咲き誇る藤を見ながら、抹茶
とお茶菓子を楽しむ子どもたち

▲タイやカワハギ、アジなどを
追いかける子どもたち

※源氏香＝何種類かの香りを組み合わせて、その香りをかぎ当てる遊びの１つ。源氏香には独特の
　模様が52通りあり、その芸術性の高さから家紋などにも使用されています

　

福
良
漁
協
で
５
月
22
日
、旬
を
迎

え
た
鱧
を
振
舞
う
イ
ベ
ン
ト「
べ
っ

ぴ
ん
鱧
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
鱧
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、同
漁
協
と
淡

路
島
観
光
協
会
が
企
画
。鱧
す
き
の

振
舞
い
や
瓦
の
特
設
コ
ー
ス
を
使
っ

た
鱧
レ
ー
ス
、鱧
の
競
り
を
体
験
で

▲鱧すきの振舞い

い
ま
す
。
今
回

の
授
業
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
課
外
授

業
よ
う
こ
そ
先

輩
」
と
い
う
番

組
の
収
録
で
、

広
田
小
学
校
の

協
力
も
得
て
実

現
し
ま
し
た
。

授
業
で
は
、
清

川
さ
ん
が
絵
を
描
い
た
絵
本
「
幸

せ
な
王
子
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
児

童
た
ち
が
糸
や
布
、
色
折
紙
を
使

い
表
現
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
出
し
合
い
、
色
々
な
素
材
を
駆

使
し
な
が
ら
、
豊
か
な
創
造
力
を

活
か
し
力
を
合
わ
せ
１
つ
の
作
品

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。」
と
笑
顔



24

E-m
ail:kouhou@

city.m
inam

iaw
aji.hyogo.jp

U
RL:http://w

w
w.city.m

inam
iaw
aji.hyogo.jp/

広報 

　

平
成
十
六
年
現
在
で
は
市い
ち
い
ち市

南
部
を
占
め
る
傍ぼ

う

示ず

で
あ
る
。

東
は
市
小お

い井
と
市
円
行
寺
に
接

し
、南
東
は
市
青
木
、西
は
市

三
條
に
接
す
る
。福
長
と
も
書

か
れ
る
。藩
政
の
時
代
、浦
壁
大

池
の
池い

け
も
り
や
く

守
役
で
あ
っ
た
福
長
の

喜
田
家
第
六
代
久ひ
さ

之の

進し
ん

門も
ん

次じ

（
１
８
１
９
没
）編「
永え

い
た
い代

録
」に

よ
る
と
、初
代
喜
田
久
助
は
寛

永
二
十
年（
１
６
４
３
）、浦
壁

大
池
の
御
普ふ

請し
ん（

藩
工
事
）を

完
成
し
た
功
績
に
よ
り
、藩
庁

よ
り
正
保
四
年（
１
６
４
７
）、

浦
壁
大
池
の
池
守
役
を
命
じ

ら
れ
、市
村
の
内
で
田た

一い
っ

町ち
ょ
う

歩ぶ

開
く
こ
と
を
認
め
ら
れ
、そ

の
う
ち
五ご

反た
ん

歩ぶ

を
池
守
料
と

し
て
与
え
ら
れ
た
。藩
庁
は
そ

の
開
発
田
の
在
名
を
福
永
と

付
け
た
と
い
う
。そ
の
後
、久
助

の
開
発
し
た
田
畑
は
十
七
町

八
反
に
な
っ
た
と
い
う
。こ
れ
が

福
永
村
の
起
源
で
あ
る
。浦
壁

大
池
は
数
か
村
の
用
水
で
あ
る

か
ら
、藩
は
喜
田
久
助
を
池
守

役
と
し
た
の
で
、福
永
を
市い

ち
む
ら村

の
内
の
福
永
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。福
永
は
国
道
沿
い
で
、明
治

十
七
年（
１
８
８
４
）に
三
原

郡
役
所
が
置
か
れ
、大
正
十
一
年

（
１
９
２
２
）、淡
路
鉄
道
市
村

駅
が
開
発
さ
れ
、商
店
街
が
で

き
、福
永
が
市
本
村
よ
り
も
戸

数
が
多
く
な
っ
た
。平
成
十
七

年
、南
あ
わ
じ
市
発
足
と
同
時

に
独
立
し
た
大
字
と
な
る
こ
と

に
な
っ
た
。

【
続
三
原
郡
史
読
者
の
声
】

「
語
り
継
い
で
い
き
た
い
１
冊
だ
」「
神

棚
に
祀
っ
て
お
き
た
い
貴
重
な
歴
史
本
」

「
淡
路
学
の
重
要
な
切
り
口
だ
」
と

い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

購
入
は
市
長
公
室
ま
で

『続三原郡史』市 

福
永
（
い
ち
ふ
く
な
が
）

郡
史
の
拾
い
読
み　

知
っ
て
お
き
た
い
・
・
・開

発
田
の
在
名
…

問
編
纂
事
務
局

　

市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

※第７編 各説 地名の改変 三原郡の大字名と冠称の由来から抜粋

地
名
の
由
来 
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子ども映画祭作品づくり講座
　みんなで平成2３年８月２７日に南あわじ市三原公民館で開催される、

アジア国際子ども映画祭「関西・四国・中国ブロック大会」に出品しよう。  

◆日時　６月18日(土)午前９時30分～11時
◆場所  三原公民館
※参加無料。参加者は前日までにご連絡ください

◆対象  小学～高校生及びそれらの年齢に相当する人
※数に限りがありますがビデオカメラの貸し出しも可能です。また映画

　祭への作品の応募方法は市ホームページを参照ください

問生涯学習文化振興課☎37-3020

子ども映画祭作品づくり講座

子ども映画祭への作品募集中

ブライダルフェスティバル2011
ブライダルファッションショー
　市の歴代成人式実行委員で結成されたグループFRONTIERS

が、ふるさとで結婚への夢や希望を持ち、イベントを通じて交流

や絆を深めていきたいとして、ファッションショーを昨年に引き

続き企画しました。  

◆日時　６月19日(日)午後１時00分～
◆場所  イングランドの丘
問生涯学習文化振興課☎37-3020
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